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書評
アニーキン『マルクス経済学序説一ーペティ
からオーウェンまで』 (1967年，モスクワ）
杉 原 四
155 
郎
§1現代ソ連の経済学者アニーキンの名は，彼のアダム・スミス伝―-A.B. AHHKHH, 
AJJ.aM CMHT, MoCKea, 1968一ーの邦訳書一一松川七郎監修・小檜山愛子訳『アダム・ス
ミスの生涯」，勁草書房， 1975年—が一昨年に刊行されたことによって，わが国でも知
られるようになった。アニーキンは『生涯Jへの序文の中で，スミス伝の執筆の過程であ
つめられた多くの資料を利用して1971年にモスクワで『科学の青春ーーマルクス以前の経
済思想家たちの生涯と思想J(IOHOCTb HayicH. 氷H3HbH皿 eHM:blCJIHTeJieil:-SKOHO-
MHCTOB仄oMapKca)という噂蒙的学術書」を出版したとのべている（前掲書， 日本
語版への著者の序文， 4ページ）が，ここでとりあげるのは昨年モスクワで出版されたこ
の「科学の青春」の日本語版である。
松川七郎教授が『アダム・スミスの生涯』の「あとがき」でのべているように， この
「『科学の青春」は， 1974年にドイツ民主共和国で独訳されたほか，同年チェコスロヴァ
キャ語にも饒訳され，さらに原著そのものも， 1975年の春にモスクワで改訂増補第二版が
出されている」（前掲書403ページ）。初版とくらべて第2版は， フランクリンを中心とす
るアメリカの経済思想とリストを中心とするドイツの経済思想とをとりあっかう二つの章
（第7章と第17章）とが新たに独立し，ペティ，リカードゥ，シスモンディの叙述もふえ
たが， 削除されたところもあるので，全体としてはほぼ同じ分量である1)。その後同じ
1975年にモスクワのプログレス出版社から本書の英訳版が出，さらに1976年，やはりプロ
1)第2版への序文 (CTP,5)を参照。なお第2版では初版とちがって装釘や印刷のうえ
で，読者に親しみをもたせるような工夫がされている。ペティ，ケネー， テュルゴ
，ースミス， リカードゥ，シスモンディ，サン・シモン，フーリエの肖像が本文の中
に挿入されたのもその一つである。なお見ひらきには彼らの他にジョン・ローやダニ
エル・デフォーやオーウェンの肖像画ものっていて，アニーキンがどういう人物を重
視しているかがうかがわれて興味ふかい。
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グレス出版社から日本語版が出た。石島ユタカ訳，新書版で，目次7ページ，本文567ペ
ージである。日本語版への著者の序文とか訳者の凡例またはあとがき，索引のようなもの
は一切ない2)。
ドイツ語版のタイトルが Okonomenaus drei Jahrhunderten -Das Leben und 
Wirken der Okonomen vor Marx und Engels (覗訳者は GiinterWermusch)であ
り，英訳版のそれが AScience in its Youth (Pre-marxian Political Economy) (誦
訳者は K.M. Cook)であるのにくらべると， 日本語版のタイトルは原著のタイトルか
ら最もはなれている。 『マルクス経済学序説』というと，わが国では『資本論」の入門書
のようにとられやすいが， 「ペティからオーウェンまで」という副題が示すように， 人物
本位の経済思想史なのであるから，原題の直訳からはなれてタイトルをつけるとすれば，
むしろ「経済思想史—マルクス経済学への道』とでもした方が無難かもしれない。
§2本書は序説と19の章からなる。第1章「源泉」ではアリストテレスとモンクレティ
アンがとりあげられる。第2章は重商主義で， トーマス・マンを中心にのべられる。そし
て第3章でペティ，続いて第4章ではボアギュベールが登場する。以下各章とも人物本位
の叙述であって，第17章までにとりあげられる経済学者の選択規準は，基本的には，マル
クスのいわゆる「イギリスではウイリアム・ペティに，フランスではボアギュベールには
じまり， イギリスではリカードウに， フランスではシスモンディにおわる古典経済学」
（『経済学批判』， Werke,13, S. 37)という規定によっているといってよいだろう。また
第18章でサン・シモンとフーリエ，第19章でオーウェンが論じられるのだが，これはいう
までもなくエンゲルスの「三大空想家」という規定（『空想より科学へJ, Werke, 19, 
s. 191)をふまえての選択である。
こうしたマルクス・エンゲルス的規準に従った本書の基本的な篇別構成からみてやや特
異と思われるのは，（イ）「インフレーションについての最初の理論家であり実践家であっ
た」 (21ページ）ジョン・ローのために第5章が捧げられていること， （口）第7章でアメリ
カのフランクリンが，また第17章でドイツのリストがとりあげられていること，り第16章
2)本書は基本的には原書の第2版によっているが，第2版そのままではなく，第2版に
さらに加筆したものを底本にしているということは， 日本語版の末尾に， 1976年2月
25日づけの『プラヴダ」からの引用があることからもわかる。『プラヴダ」からの引
用は， ソ連共産党第25回大会におけるプレジネフ書記長の報告の一節であって，経済
思想史の書物がプレジネフの言葉で結ばれていることは，いかにもソ連の出版物らし
い。
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で「セー学派とクールノーの貢献」が論じられていることである。（イ）については，アニー
キンが貨幣・信用論の専門家でもあり，現代資本主義の金融的側面を分析した著書がいく
つかあることが思い合わされる3)。アニーキンは第5章の末尾に「ローと20世紀」という
節を設け， 「国家独占資本主義のイデオローグたち， すなわちケインズの後継者たち」が
ローの「名誉を回復させている」とのべている (168ページ）。（口）についていえば，第7章
と第17章との2つの章は，前記のように原著の第2版で増補されたものだが，アニーキン
は第7章ではフランクリンだけではなく，ケアリーにも多くのページを割いてアメリカに
おける経済思想の展開をのべており， また第17章ではリストの他に前期歴史学派のトリ
ォ，それにロートベルトゥスについてもかなりくわしく論じている。この2章によって本
書の叙述は英仏二国に限定されず，アメリカとドイツを視野におさめることによって，そ
の内容を豊富にしえたわけである4)。か）については後にとりあげることにしよう。
§3序説においてアニーキンは「マルクスの経済学説は，彼の先駆者たちのプルジョア
的構想の否定であると同時に，彼らがつくりあげたすべての肯定的な部分の創造的継承で
もある」が，本書の主要な課題は，この「弁証法的統一」を解明することである (12ペー
ジ）とのべている。そして彼はその課題をはたすために，本書ではケネー（第8章）やチ
ュルゴー（第9章）やスミス（第10・11章）やリカードウ（第12・13章）やシスモンディ
（第15章）のような「大学者の生涯と思想に主要な注意を払う」のだが，同時に「あまり
有名ではないがすぐれた思想家たちの功績をある程度反映させ，それによって科学として
3)松川教授が『アダム・スミシの生涯』のあとがきであげているアニーキンの著作8点
のうち「アダム・スミス』と「科学の青春』をのぞいた6点（著書3冊，論文3篇）
は，すべて現代資本主義の貨幣・信用問題を論じたものである。なお，本書のリカー
ドウ論でリカードウが「各国の物価水準の差異が支払いバランスにいかなる影響を与
えるか，また世界貨幣の流入と流出が物価水準に与える逆の影響」の問題を提起した
ことを評価し，前者の問題は，アメリカの支払いバランスにおける現在の赤字という
問題に，また後者の問題は西ドイツにおける現在のインフレ傾向の強化に通ずると指
摘している (343~344ページ）ところにも，アニーキンの問題関心の所在がうかがわ
れて興味ふかい。
4)ソ連の経済思想史の書物にはロシアの近代経済思想史に多くのページが割かれること
が多いが，本書は序説でロシアの経済思想史上の人物はとりあげないと断っているよ
うに，そこで17~18世紀のボソシコフ，ラディシチェフ， 19世紀のツルゲーネフ，ペ
ステリ，チェルヌイシェフスキー，ジーペルの 6人の名前をあげるにとどまり (23~
24ページ），本論では論及されていない。
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の経済学の発展過程をできる限り十分に描くことに努力した」 (14ページ）とのべている。
そのことは，本書が第6章「アダム・スミス以前の経済学」で「ペティからアダム・スミ
スまでの100年間」 (170ページ）を概槻し，デフォー， マンデヴィル， ロック，ノース，
1738年に出たと思われる匿名の著作5), ヒュームなどについて語っていることや，第14章
「リカードウの周囲とその後」でマルサスや J.s. ミルを論じていることなどにあらわれ
ている。アニーキンはそれらの章でマルサスやミルの俗流的性格の批判的な解明に力をそ
そいでいるのだが，同時に，マルサスが初めて経済学の中心に「実現の問題」をおくこと
によって，彼が資本主義的発展の矛盾に対する「非凡な感覚をもっていること」をしめし
ていることを評価し (397ページ），またマルクスが資本主義における分配の不公正をミル
がのべていることに関連して， ミルを俗流経済学的弁護論者の仲間と混同すべきでないと
のべている点に，読者の注意をうながすことを忘れてはいない (411ペー ジ）。
本書を魅力的な読み物にしているもう一つの特色は， 『アダム・スミスの生涯」でも効
果をあげていたアニーキンのゆたかな表現力である。彼は，序論の最後で，ハイルブロー
ナー の， 「ラクダの忍耐と聖者の辛抱」なしには経済学のいくつかの重要な著作を物にす
ることは不可能だという言葉を引き， 「本書の筆者は， 読者にこのようなことを要求する
つもりはない」 (24ページ）とのべているが，経済思想史上の人物の伝記と業績を，「社会
的・学術的『雰囲気』」 (14ページ）の中で浮び上がらせる著者の筆力は，上掲の読者への
約束が決して空手形におわっていないことを示している。たとえば経済学史に「経済学」
という用語をはじめて導入したことで知られるモンクレティアン (Antoinede Mont-
chretien, 1575-1621)の数奇に富む生涯と， 彼が「フランスでもヨーロッパ全体でも，
とくに経済問題について書かれた最初の書物の一つ」 (46ページ）の著者になった背景と
についての活き活きした描写や，それから約1世紀後のやはりフランスの法服貴族で，ノ
ルマンディー地方の農民の窮乏を憂えつつ書いた著作の発禁・追放の処分をうけた不遇の
経済学者ボアギュベール (PierreLe Peasant de Boisguillebert, 1646-1714)の伝記
的記述は，わが国の経済学史では彼らについての説明が乏しいだけに，読者の興味を大い
にそそることであろう。
経済思想家の人間像をエピソードをまじえつつ描くときの著者の筆致がどんなに魅力的
5) Some Thoughts on the Interest of Money in general……。というこの書物の
中のマルクスによって注目された部分を，著者はミークの「労働価値論史』から孫引
きで引用している。ちなみにこの書物については小林昇教授の詳細な研究がある。
『小林昇経済学史著作集」 Il,未来仕， 1976年， 200~252ペー ジ。
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であるかは， たとえばテュルゴー (267-269ペー ジ）， リカードウ (356, 376-377ペー
ジ），シスモンディ (423-424ページ）の例がよくしめしている。わが国でもこれまでおび
ただしい数の経済思想史の概説書がかかれたが，こうした点で本書と匹敵する魅力をもっ
ものは，おそらく河上肇の「資本主義経済学の史的発展」 (1923年）だけではなかろうか。
§4だが私の注目を最も強くひいたのは，著者によるクールノー (AntoineAugustin 
Cournot, 1801-1877)のとり上げ方である。 アニーキンは「序論」の中で「19世紀前半
に，経済分析に数学的方法をとり入れる試みがなされた。現在ではこれなしには経済学の
多くの分野の発展は考えられない。この分野の先駆者の一人としてあげられるのがフラン
スの学者A・クールノーである」 (11ページ）とのべ， クールノーの生涯と業績の説明に
第16章の後半の3節（クールノー，その生涯と活動；クールノーの業績；経済学における
数学的方法）をあてている。アニーキンは，クールノーが数学を使って原則的な社会経済
問題を研究するというようなことはせず， 需要と価格との相互関係といった， 「その条件
が多かれ少なかれ数学的形式化にとって役立つ課題に限定」して数学を使用したことを指
摘し，「彼は経済学研究における数学の適用の性格と限界に対する正しい感覚を発揮した」
とする (469ページ）。著者はもとよりクールノーの所説が「最も一般的な意味でプルジョ
ア弁護的所説」であり， 「資本主義の矛盾を無視したクールノーの『純粋経済学』は主観
的学派の源泉の一つとなった」こと無視していない。 「しかし一ーと著者はいう一ー今の
私たちに必要なことは，クールノーの世界鍛の当然の限界性ではなく，彼によってうちた
てられた具体的な経済問題の研究法である。この点で彼は，経済学に新しい道を開いた真
のパイオニアであった」 (473ペー ジ）。
「経済学における数学的方法」という節 (475-480ページ）で著者は，数学的方法の出
現をひきおこしたものはまず大企業の経営の直接的要求であったこと，さらにその必要は
個々の経営の枠をこえて広まり，国民経済全体の分析や発展の予測に用いられるようにな
ったこと，そして数学的モデルと方法による科学的な管理は社会主義的計画経済において
最も効果的に適用されうるとのべている。またそこでは，数学的方法の適用がマルクス・
レーニン主義の純潔を害することを恐れるというような考え方は斥けられ， 「科学はそれ
が数学を利用することに成功するときにはじめて完成をとげるであろう」というマルクス
の言葉6)が引用されている。そして現在，ソ連の学者たちは，西欧の経済学者の数理経済
6)これはポール・ラファルグの「個人的な思い出」のなかに出てくる。 M・L研究所
編，栗原佑訳「モールと将軍』，大月書店， 1976年， 300ページ参照。
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学の著作に大きな関心をよせており，その場合彼らは，こうした著作のもつ二つの機能，
すなわちイデオロギー的・弁護的機能と，客観的認識的かつ実践的機能とを区別すべきだ
と考えていることがのべられている。さきに紹介したクールノーに対する評価は，まさに
こうしたソ連における経済学界の動向が学史研究に反映されたものであると考えてよいで
あろう7)。
§5 1970年，つまり本書の原本初版が出版される 1年前に，ソ連当局から，高等専門経
済教育機関で実施されるべき経済思想史の講義要綱（通年60時間コース）が公表された。8)
それは 1前資本主義時代の経済学説， I資本主義時代の経済学説，皿資本主義から社会主義
と共産主義建設への過渡期の経済学説の3項より成るが，本書の範囲はこのプログラムQ
はじめからIの第1篇「プルジョア的およびプチブルジョア的経済学の勃興と発展と空想
的社会主義」までにあたっている。両者をくらべてみると，本書はこのプログラムに基本
的には準拠しているものの， いろいろの点で新味を出そうとしていることがわかる。「要
綱」の方は全体として人物よりも学説を中心とした構成だから，重商主義の項目には人名
は一人もでてこないし， ドイツの歴史学派は俗流経済学の一つの流れとして登場し， リス
ト，ロッシャー，クニース，ヒルデブラントの4人の名はあがっているが，アメリカの方
はフランクリンもケアリーもでてこない。クールノーやチューネンはもとより， J.s. 
ミルの名前も見あたらない。したがって本稿の§2 —§4 で紹介したようなアニーキンの
著書に特徴的な諸点は，ソ連当局の公式的な経済思想史の講義プランでは強調されていな
いものばかりであることがわかる9)。この『要網」を紹介した著者は，ソ連における経済
思想史の研究が1959年を転期として活澄化し， 1960年代の半ば頃以来，「経済思想史とい
うこの長い間無視されていた領域が，ソ連において根をおろしつつあり，最近復活を経験
7)アニーキンは第16章でクールノー論につづいてドイツのチューネンをとりあげ，数学
的モデルを経験的資料でうらづけたいというクルーノーのみずからは果しえかった願
望をチューネンがその著「孤立国』ではじめて実現したとのべ，チューネンの計算は
計祉経済学の原型と考えられるとのべている (474ペー ジ）。
8) V. G. Treml and D. M. Gallik, Teaching the History of Economic Thought 
in the USSR, History of Political Economy, V, 1, Spring, 1973, pp. 225~242 
を参照。
9)だが現在刊行中の『ソヴィエート大百科事典」 （第3版，全30巻）の「スミス」の項
目の参考文献には『アダム・スミスの生涯』と本書が (23,1976, CTP・614), また「リ
カードウ」の項目の参考文献には本書が (22,1975, crp. 92)あげられている。
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してきた経済学の他の分野に追いつきつつあるように思われる」10)とのべているが， アニ
ーキンのスミス研究や本書の刊行は，こうした新しい動向の生み出した成果にかぞえられ
るものではないであろうか11)。
ソ連の経済学史の書物のわが国への紹介としては，戦前にはリャシチエンコのもの（平
館利雄訳『経済学説史』，叢文閣， 1934年，増補版1936年）やローゼンベルクのもの（直
井武夫・広島定吉訳『経済学史」，全3巻，ナウカ社， 1935-37年）などがあり，戦後は
ローゼンベルグ・ブリューミンのもの（広島定吉・橋本弘毅訳，全2巻，新興出版社，
1951~53年，同青木文庫版，全3巻， 1954年，本書は1940年に出たローゼンベルクの『経
済学史』の新版第1巻の全訳）などがあるが，他の諸国での研究の紹介とくらべると情報
に乏しいから，アニーキンの労作の日本語版が出版され，われわれが容易にソ連の学史研
究の新しい動向に接することができるのは，よろこばしいことである。だがこの折角の日本
語版がわが国の読者に活用されるためには，訳語の一層の改善と人名索引の添加とが強く
のぞまれよう。「経済人」とか「使用価値」といったわが国で定着している用語があるの
に，「経済人間」 (471ペー ジ） とか「消費価値」 (193ペー ジ） とかの表現が出てくる一
別の箇所には「経済人」 (288ペー ジ），「使用価値」 (308ページ）とあるので一層混乱する
―と，読者はきっと戸まどいを感ずるであろう。フランスの経済学者 EmileJamesの
名が「ジャムス」とか (50ページ）「ジェームズ」 (440ペー ジ） とか書いてあったり，
Edwin Cannanの名が「カンナン」とある (281ページ）のもこまる。それに原著には解
説つきの人名索引があり， ドイツ語版や英語版にもそれを簡略化した人名索引がついてい
10) ibid., pp. 221~225。
11)アニーキンは初版の 282ペー ジで， J. s. ミルが学史上重要な役割りを演じているの
に，ソ連の経済学史のテキストにはミルが本格的には姿をあらわさず，チエルヌイシ
エフスキーの経済観をとりあげるときに言及されるのがせいぜいのところであるのは
「奇妙である」とのべ，それに注をつけて，ローゼンベルクはじめソ連の 4種の経済
学のテキストをそのようなミルのとりあつかい方の列証としてあげ，現代のソ連に
おけるミル評価をしめす著作としてつぎの2文献を併記している。 JI.B. JleBIIIHHa, 
KpHT皿 a TeopHH CTOHMOCTH aHrllHACKHX 6yp氷ya3四 X SKOHOMOCTOB, 1961 ; 
C.M.H皿 HTHHa, TeopHH CTOHMOCTH H HX SBOlllO可皿 1970. ロシアにおける
J. s. ミル論に関心のある（杉原『西欧経済学と近代日本』， 未来社， 1972年所収の
「ロシアにおける J.s. ミル」を参照） 私にとってはこの叙述は極めて興味ふかい
が，どういうわけかこの部分は原書の第2版では削除され，したがって日本語版にも
でてこない。
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るのに， どうして日本語版にはそれが全く省略されてしまったのであろう。アニーキンは
本書の中で19世紀までの経済思想史の人物のみならず，ケインズ，シュンペーター， レオ
ンティエフ，サムエルソン，ネムチノフ，ティンバーゲンなど現代の経済学者たちの諸著
作を縦横に駆使しており，著者が現代資本主義の現実と思想とに深い関心をもっているこ
とがよくあらわれており，過去の学説と現代とのつながりの説明は，原書の第2版で一そ
う力を入れたと第2版の序文でのべられている。こうした本書の豊富な内容を示すために
も，人名索引は不可欠と思われてならない。
後記本稿を草するにあたり，松川七郎先生から多くの御教示にあずかった。また原著
の解読やソ連の関係文献について田中真睛氏と小島修一氏とに御助言をたまわった。記し
て謝意を表する次第である。なお，本書は洋書の輸入商，とりわけソ連の図書の輸入にカ
を入れている書店に注文すれば入手できる。
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